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 「心の綺麗」考 
― 西鶴『諸艶大鑑』から ― 
Point of contact「Kokoro no kirei」  
─ SAIKAKU『SHOENOKAGAMI』─  
 
進 藤 康 子  
 

























































































Ａ 巻一の四 「心の駒」 
 
Ｂ 巻一の四 「心を入れて釘付けの枕」 
 
Ｃ 巻三の二 「わが心玉」 
 
Ｄ 巻三の四 「心入のうるさし」 
 
Ｅ 巻四の二 「心玉が出て身の焼印」 
 




Ｈ 巻七の一 「いやらしからぬ心ざし」 
 
Ｉ 巻七の五 「人の心は花になりて」 
 
Ｊ 巻八の四 「心の友を同行して」      
 































































































   
    「きれいなる物の品々」 
 
   路地に水うちたる  
あを竹のぬれえん‥‥（中略） 
  筧の山水   
若衆の歯の白き   
をんなの身の白き‥‥（中略） 
   こほりざたう（氷砂糖） 































































































































































































１ 野間光辰 「西鶴と西鶴以後」 
『西鶴新考証』（中央公論社 1952） 
 
２ 山口剛  「山口剛著作集」 
（中央公論社 1972） 
 
３ 井上敏幸 「忍び扇の長歌の方法」 
（「国語と国文学」５０巻１２号 1973・3） 
 
４ 中村幸彦 「西鶴における創作意識の推移」  
（文学研究  九州大学大学院人文科学研究院 編 
 1959・7）（『中村幸彦著述集』所収） 
 
５ 中野三敏 「遊女評判記研究─西鶴文学の 
一基盤」『近世文芸第 8』（1962・11） 
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